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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 
当社は、2018年5月15日付のプレス・リリース「業績予想の修正に関するお知らせ」にて公表した2018年度

第2四半期連結累計期間（2018年１月１日～2018年6月30日）の連結業績予想の修正及び2018年度通期（2018

年１月１日～2018年12月31日）の連結業績予想の修正について以下のとおりお知らせいたします。 

 

(1) 2018年度第 2 四半期連結累計期間（2018年 1月 1 日～2018年 6 月 30日）の連結業績予想（日本 GAAP）

の修正 

（単位：千米ドル（1 株当たり当期純利益は米ドル）、 

括弧内は百万円（1 株当たり当期純利益は円）、但し％を除く） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当期純利 益 

１株当たり 
当 期 純 利 益 

前回発表予想 1, 2 (A)  
5,134 
(567) 

△2,753 
(△304) 

△3,070 
(△339) 

△13,511 
(△1,494) 

△0.85 
(△93.96) 

今回修正予想 1 (B) 
4,343 
(480) 

△2,554 
(△282) 

△2,913 
(△322) 

△13,338 
(△1,474) 

△0.79 
(△87.33) 

増減 (B - A) 
△791 
(△87) 

199 
(22) 

157 
(17) 

173 
(19) 

0.06 
(6.63) 

増減率 (%) △15.40 - - - - 

（参考） 

前期実績 1 

(2017 年度第２四半期

連結累計期間) 

2,604 
(288) 

△2,066 
(△228) 

△1,998 
(△221) 

△1,999 
(△221) 

△0.14 
(△15.48) 

1.  適用為替レート：１米ドル＝110.54 円（2018 年 6 月 29 日現在の東京外国為替市場における外国為替

相場（仲値）） 

2. 2018 年 5 月 15 日付の業績予想において適用された為替レートは１米ドル＝106.24 円から 110.54 円に

変更されております。 

3. 期中平均株式数は、15,984,481.79 から 16,916,352.67 に変更されております。 

4. △は損失を示します。   
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(2) 2018年度通期（2018年１月１日～2018年 12月 31 日）の連結業績予想（日本 GAAP） 

 

（単位：千米ドル（１株当たり当期純利益は米ドル）、 

括弧内は百万円（１株当たり当期純利益は円）、但し％を除く） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る  
当期純利 益 

１株当たり 
当 期 純 利 益 

前回発表予想 1, 2 (A)  
16,951 

(1,874) 
△197 

(△22) 
△848 

(△94) 
△12,702 

(△1,404) 
△0.79 

(△87.33) 

今回修正予想 1 (B) 
12,785 

(1,413) 
△3,409 
(△377) 

△4,103 
(△454) 

△15,544 
(△1,718) 

△0.92 
(△

101.70) 

増減 (B - A) 
△4,166 
(△460) 

△3,212 
(△355) 

△3,255 
(△360) 

△2,842 
(△314) 

△0.13 
(△14.37) 

増減率 (%) △24.58 - - - - 

（参考） 

前期実績 1 

(2017 年度通期) 

10,160 
(1,123) 

△2,170 
(△240) 

△2,454 
(△271) 

1,270 
(140) 

0.08 
(8.84) 

1.  適用為替レート：１米ドル＝110.54 円（2018 年 6 月 29 日現在の東京外国為替市場における外国為替

相場（仲値）） 

2. 2018 年 5 月 15 日付の業績予想において適用された為替レートは１米ドル＝106.24 円から 110.54 円に

変更されております。 

3. 期中平均株式数は、15,984,481.79 から 16,916,352.67 に変更されております。 

4. △は損失を示します。   

 
（注）業績予想は、現在入手可能な情報に基づいており、様々な予測できない要素が存在することから、
実際の業績はこれらの予想と異なる場合があります。 

 

 (3) 修正の理由 

 

 当社は、2018 年度第 2 四半期連結累計期間（2018年１月１日～2018 年 6月 30日）及び 2018 年度通期

（2018年１月１日～2018年 12 月 31日）の連結業績予想を以下のとおり修正いたします。 

  

2018年度第 2四半期連結累計期間の業績予想 
  

当社は、本年度上半期に主要な顧客を失ったことに伴い主に北東アジア地域に提供されたメッセージ数

の減少によりメッセージング事業の売上高が 566 千米ドル（63百万円）予想を下回り、顧客からの要請に

よりヘルスケア事業のハード・ウエアに係る売上高を本年度下半期に 225千米ドル（25 百万円）繰延べた

ことにより、2018年度第 2四半期連結累計期間における売上高の予想を 5,134 千米ドル（567百万円）か

ら 4,343 千米ドル（480百万円）に修正いたします。なお、これに伴い売上原価が予想より 316 千米ドル

（35百万円）減少し、売上総利益も予想より 474 千米ドル（52 百万円）減少します。 

 

当社は、ヘルスケア事業の売上総利益が予想を下回ったことによる一部相殺はありますが、宣伝広告費

及び弁護士等専門家費用が予想を下回ったことを理由として、2018 年度第 2 四半期連結累計期間におけ

る営業損失の予想を 2,753千米ドル（304百万円）から 2,554 千米ドル（282百万円）に修正いたします。 

 

当社は、上記のとおり営業損失が減少することを理由として、2018 年度第 2 四半期連結累計期間にお

ける経常損失の予想を 3,070 千米ドル（339 百万円）から 2,913 千米ドル（322 百万円）に修正いたしま

す。 
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当社は、上記のとおり経常損失が減少することを理由として、2018 年度第 2 四半期連結累計期間にお

ける親会社株主に帰属する当期純損失の予想を 13,511 千米ドル（1,494 百万円）から 13,338 千米ドル

（1,474百万円）に修正いたします。 

 
  2018年度通期の業績予想 
 

当社のライセンシング事業において当社グループが保有又はライセンスを受けている知的財産権の第

三者へのサブ・ライセンスを見込んでおりましたが、近時の潜在的顧客との交渉により 2018 年度に当該

事業から売上を計上することが難しいと見込んでおります。そのため、当社は当該事業から本年度下半期

に計上を予想していた売上高 3,600 千米ドル（398 百万円）を消去し、また上記のとおり 2018年度第 2四

半期においてメッセージング事業の売上高が予想を下回ったことにより、、2018 年度通期における売上

高の予想を 16,951 千米ドル（1,874 百万円）から 12,785 千米ドル（1,413 百万円）に修正いたします。

なお、これに伴い売上原価が予想より 665 千米ドル（74 百万円）減少し、売上総利益も予想より 3,501千

米ドル（387 百万円）減少します。 

 

当社は、上記のとおり 2018 年度下半期のライセンシング事業の売上高を消去することを主な理由とし

て、2018 年度通期における営業損失の予想を 197 千米ドル（22 百万円）から 3,409 千米ドル（377 百万

円）に修正いたします。 

 

当社は、上記のとおり営業損失が増加することを理由として、2018 年度通期における経常損失の予想

を 848千米ドル（94百万円）から 4,103千米ドル（454 百万円）に修正いたします。 

 

当社は、上記のとおり経常損失が増加することを理由として、2018 年度通期における親会社株主に帰

属する当期純損失の予想を 12,702 千米ドル（1,404 百万円）から 15,544 千米ドル（1,718 百万円）に修

正いたします。 

 

（参考）国際財務報告基準（IFRS）に基づく業績予想 
 
1. 2018 年度第 2四半期連結累計期間（2018 年１月１日～2018年 6月 30 日）の連結業績予想（IFRS）の修

正 
（単位：千米ドル、括弧内は百万円、但し％を除く） 

 売 上 高 
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 

E B I T D A 

前回発表予想 1,2 (A) 
5,134 
(567) 

△14,515 
(△1,604) 

△13,846 
(△1,531) 

今回修正予想 1 (B) 
4,343 
(480) 

△14,308 
(△1,582) 

△13,672 
(△1,511) 

増減 (B - A) 
△791 
(△87) 

207 
(23) 

175 
(19) 

増減率 (%) △15.40 - - 

（参考） 

前期実績 1 

(2017 年度第２四半期連結累計期間) 

2,604 
(288) 

△1,134 
(△125) 

△911 
(△101) 

1.  適用為替レート：１米ドル＝110.54 円（2018 年 6 月 29 日現在の東京外国為替市場における外国為替

相場（仲値）） 

2. 2018 年 5 月 15 日付の業績予想において適用された為替レートは１米ドル＝106.24 円から 110.54 円に

変更されております。3. △は損失を示します。 

3. △は損失を示します。 

 
2. 2018 年度通期（2018年１月１日～2018年 12月 31 日）の連結業績予想（IFRS） 

 



 
 

 
 

 - 4 - 

（単位：千米ドル、括弧内は百万円、但し％を除く） 

 売 上 高 
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 

E B I T D A 

前回修正予想 1 2 
16,951 

(1,874) 
△13,460 
(△1,488) 

△10,438 
(△1,154) 

今回修正予想 1 (B) 
12,763 

(1,411) 
△15,779 

(△1,744) 
△13,417 

(△1,483) 

増減 (B - A) 
△4,188 
(△463) 

△2,318 
(△256) 

△2,980 
(△329) 

増減率 (%) △24.71 - - 

（参考） 

前期実績 1 

(2017 年度通期) 

10,160 
(1,123) 

828 
(92) 

2,537 
(280) 

1.  適用為替レート：１米ドル＝110.54 円（2018 年 6 月 29 日現在の東京外国為替市場における外国為替

相場（仲値）） 

2. 2018 年 5 月 15 日付の業績予想において適用された為替レートは１米ドル＝106.24 円から 110.54 円に

変更されております。 

3. △は損失を示します。 
 
（注）業績予想は、現在入手可能な情報に基づいており、様々な予測できない要素が存在することから、実
際の業績はこれらの予想と異なる場合があります。 
 

 本書における上記の業績予想に関する記載は、本書の日付現在において経営陣に入手可能な情報に基づい

ております。予想には様々なリスク及び不確実性が内在しており、実際の業績及び結果はこれらの予想と大

きく異なる場合があります。投資家の皆様は、投資判断を行うに当たって、本書に記載される業績予想のみ

に依拠することのないようご留意下さい。業績予想につきましても随時見直しを行い、開示ルールに従って

公表していく予定です。 

以上 
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ビート・ホールディングス・リミテッドについて 

 

当社、ビート・ホールディングス・リミテッドは、所有する知的財産権及び技術に基づいてヘルスケア・ブ

ロックチェーン・エコシステムの構築を含むブロックチェーン技術に基づくアプリケーションの開発、ウェ

ルネス・サービス、ヘルスケア・ウェアラブル端末のデザイン及び製造、並びに知的財産権のライセンシン

グ事業を行っております。また子会社の GINSMS（トロント・ベンチャー証券取引所に上場、TSXV：GOK）を通

じてモバイル・メッセージング・サービス並びにソフトウェア製品及びサービスを提供しています。当社は

香港に事業本部を構えシンガポール、マレーシア、インドネシア、中国及びカナダに子会社を有しておりま

す。 

 

詳細は、ウェブサイト：https://www.beatholdings.com/ をご参照下さい。 

 

本文書は一般公衆に向けられたプレスリリースであり、当社株式の勧誘を構成するものではなく、いかなる

投資家も本書の情報に依拠して投資判断を行うことはできません。当社株式への投資を判断する投資家は、

有価証券報告書を含む提出書類を確認し、それらに含まれるリスク要因及びその他の情報を熟慮した上でか

かる判断を行う必要があります。本書は多くのリスク及び不確定要素を含むいくつかの将来に関する記述を

含んでいます。多くの要因が当社の実際の結果、業績または当社の属する産業に影響を与える結果、将来に

関する記述で明示または黙示に示される将来の結果及び業績などとは大きく異なることがあります。 
 

 

 

 

 


